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１．目  的 過去現在において野鳥の生息状況がどのように変化したのかを

バードウォッチングを通して調査し自分の身の回りの環境につ

いて考える 

２．日  時 平成２４年２月９日（木）９：００～１２：００ 

３．開催場所 農業ふれあいセンター及び伊佐沼周辺 

４．講  師 笠 原 啓 一 氏 

（財）埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部長 

５．参加者数 １０名 

６．ｽｹｼﾞｭｰﾙ  ９：００～ ９：１０ 挨拶、講師紹介、資料及びｽｹｼﾞｭｰﾙ確認 

  ９：１０～１０：００ 講義（スクリーン使用） 
 〇鳥についての基礎知識 

 〇バードウォッチングについて 

１０：１０～１１：１０ 冬鳥の観察 

１１：２０～１２：００ まとめ、質問、提出物記入  解散 

７．観察結果 

（実際の観察時間 １０：１０～１１：０５） 

区   分 鳥 の 名 称 

水 辺 の 鳥 

① カワウ  ② アオサギ  ③ ダイサギ 

④ コガモ  ⑤ ヒドリガモ  ⑥ ホシハジロ 

⑦ チドリ（ＳＰ）  ⑧ ハクセキレイ 

市街地・公園の鳥 ⑨ キジバト  ⑩ スズメ 

農 耕 地 の 鳥 ⑪ ムクドリ  ⑫ カラス（ＳＰ） 

※ＳＰ … 種名までは識別できなかったもの 
 

当日の天候は、晴れ、微風でした。 

今回の観察の結果、１２種類の野鳥を見ることができました。サギは、ダイ

サギ、アオサギの２種類が、カモは、コガモ、ヒドリガモ、ホシハジロの３種

類が観察できましたが、普段よく見られるコサギやカルガモなどは観察できま

せんでした。 

キジバト、スズメ、ムクドリ、カラスについては、主に沼の東側の農耕地で

確認できました。 

伊佐沼北側は工事中で、鳥はほとんど確認できませんでしたが、沼の中央部

付近から南側にかけて、多くの野鳥を確認することができました。 

しかしながら、今回観察できた鳥の種類は、前回の調査時（平成１５年度）

の２１種類より少ないものでした。 

観観察察会会のの概概要要 
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８．確認できた野鳥 （種名まで識別できなかった⑦・⑫を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① カワウ 
（ペリカン目 ウ科） 

 

④ コガモ 
（ガンカモ目 ガンカモ科） 

 

⑤ ヒドリガモ 
（ガンカモ目 ガンカモ科） 

 

② アオサギ 
（コウノトリ目 サギ科） 

 

③ ダイサギ 
（コウノトリ目 サギ科） 
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⑨ キジバト 
（ハト目 ハト科） 

 

⑩ スズメ 
（スズメ目 ハタオリドリ科） 

 

⑥ ホシハジロ 
（ガンカモ目 ガンカモ科） 

 

⑧ ハクセキレイ 
（スズメ目 セキレイ科） 

 

⑪ ムクドリ 
（スズメ目 ムクドリ科） 
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９．野鳥を観察できた主な場所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．観察会の風景 

９．観察風景 

 

観察ルート 

伊
佐
沼
公
園 

農業ふれあいセンター 

⑩ｽｽﾞﾒ 

③ﾀﾞｲｻｷﾞ 

⑧ﾊｸｾｷﾚｲ 

①ｶﾜｳ 

②ｱｵｻｷﾞ 

④ｺｶﾞﾓ 

⑤ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ 

⑥ﾎｼﾊｼﾞﾛ 
 

 

⑪ﾑｸﾄﾞﾘ 

⑨ｷｼﾞﾊﾞﾄ 

工事中 

⑫ｶﾗｽ 

⑦ﾁﾄﾞﾘ 
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初めに、講師の先生による鳥とバード
ウォッチングについての講義を実施。 
豊富な知識と経験をもとに丁寧に説

明していただきました。 

スクリーンを使用し、鳥の種類ご
とに説明。（鳥の名前の由来などの説
明もありました。） 

講師の笠原啓一さん 

現地へ向かう前に、双眼鏡の使い方
についての指導。 
当日は、気温は低かったですが、晴

れて、観察日和となりました。 

当日使用した資料 

まずは、基礎知識。講義を受けます。 

10．講義・観察会の風景  
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いよいよ、伊佐沼へ。観察会の開始です。 

観察できた鳥をテキストの写真
と見比べ、チェックしていきます。 

倍率の高い望遠鏡で確認。 
協会の方が図鑑を片手に鳥の種類を

教えてくれました。 

双眼鏡を使用し、観察します。 

〇 終了後、会議室に戻って、観察した鳥を確認しました。 
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11． アンケート結果 

 

提出いただいたアンケート結果について、主なものを記載しました。 
 

参加者 １０名 （アンケート提出者 １０名） 
 

１．今回の調査は何をご覧になって知りましたか？ 

市広報 １０ 

 

２．参加しようと思われた動機について教えてください。 

・以前から鳥は興味深かったです。 ・野鳥観察が好きです。 

・伊佐沼の鳥観察に関心がありました。どんな鳥に出会えるのか楽しみでした。 

・鳥の種類を知りたかった。 ・鳥に興味があった。 

・探鳥に挑戦。伊佐沼周辺を散策しており、鳥の名前を憶えたかった。 

・鳥を見て名前を覚えたい。 ・観察の仕方を学びたい。 

 他 
 

 

３．普段、環境について心掛けていることまたは、これから心掛けようと思った 

ことを書いて下さい。 

・なるべく土に戻すようにしています。 ・油などは下水に流さず、庭に捨てる。 

・コンポストを使用 ・買い物バックの使用 

・河川浄化（地域住民の取組、不法投棄防止の徹底、生活雑排水の管理、浄化槽放

流の継続管理） ・環境家計簿の作成 

・殺虫剤や農薬使用を控える。 ・自然環境運動に参加する。 

  他 
 

 

４．今回の調査に参加された感想をご自由に記入ください。 

 

ご協力、ありがとうございました。 

・バードウォッチングをするよいきっかけになりました。 

・沼の工事のせいか鳥の種類が少なかった。観察時間が少なく感じた。 

・意外と多くの鳥がみられた。今後は見た鳥の名前を確定したい気持ちになった。 

・伊佐沼にガイドがいれば喜ばれると思います。 

・伊佐沼の生きもの、環境の大切さを今以上に感じました。 

・生態系の大切さが分かりました。 

・自然環境の大切さを知りました。観察記録の取り方が理解できたようです。 

  他 
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〇 平成２３年度 市民環境調査「冬鳥の観察」 （日程表） 

 

〇 鳥を通して見た川越の自然環境 

 

〇 市民環境調査「冬鳥の観察」 （テキスト） 

 

〇 観察記録（伊佐沼周辺）転記用 

 

〇 アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配配  布布  資資  料料 



[テキストを入力] [テキストを入力] （配布資料） 

 

平成 23 年度 市民環境調査「冬鳥の観察」 

 

日時：平成２４年２月９日（木）午前９時～正午 

場所：農業ふれあいセンター、伊佐沼及びその周辺 

 

講師 

笠 原 啓 一 氏 

（財）埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 支部長 

 

日程 

◎天候が良い場合 

時 間 実 施 内 容 会 場 

 9:00～ 9:10 挨拶、講師紹介、資料及びスケジュールの確認 

農業ふれあい
センター  9:10～10:00 

講 義 
○鳥についての基礎知識 
○バードウォッチングについて  

 〈休憩・移動〉 

伊佐沼及び 
その周辺 

10:10～11:10 冬鳥の観察（講師による指導・説明） 

 〈休憩・移動〉 

農業ふれあい
センター 

11:20～11:50 まとめ、質問、提出物記入 

   ～12:00 解 散 

 

◎天候が悪い場合 

時 間 実 施 内 容 会 場 

 9:00～ 9:10 挨拶、講師紹介、資料及びスケジュールの確認 

農業ふれあい

センター 

 9:10～10:40 

講 義 
○鳥についての基礎知識 
○鳥と自然環境について 

〈途中、休憩含む〉 

10:40～10:50 質問、提出物記入 

   ～11:00 解 散 
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川越で確認された鳥 
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観察者氏名  

日 時 平成２４年２月９日（木）１０時００分～ 

場 所 伊佐沼周辺 天 候  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 観察記録（伊佐沼周辺）転記用 ☆ 

 

農業ふれあいセンター 

伊
佐
沼
公
園 
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◆ 伊佐沼周辺において観察された鳥 ◆ 

 

☆ その他に見られた鳥等 ☆ 

 

 

鳥の名前 ﾁｪｯｸ欄 

 

鳥の名前 ﾁｪｯｸ欄 

1 カイツブリ  17 ハクセキレイ  

2 コサギ  18 ジョウビタキ  

3 カワウ  19 セグロセキレイ  

4 アオサギ  20 ツグミ  

5 ゴイサギ  21 ヒヨドリ  

6 マガモ  22 ウグイス  

7 ダイサギ  23 モズ  

8 カルガモ  24 シジュウカラ  

9 コガモ  25 メジロ  

10 コチドリ  26 スズメ  

11 ヒドリガモ  27 ホオジロ  

12 カワセミ  28 ムクドリ  

13 オナガガモ  29 アオジ  

14 ユリカモメ  30 ハシボソガラス  

15 ホシハジロ  31 カワラヒワ  

16 キジバト  32 ハシブトガラス  
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１．今回の調査は何をご覧になって知りましたか？ 

 

 

２．参加しようと思われた動機について教えてください。 

 

 

 

 

 

３．普段、環境について心掛けていることまたは、これから心掛けようと思った 

ことを書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今回の調査に参加された感想をご自由に記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

☆ アンケート ☆ 
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○（財）日本野鳥の会ホームページ及び野鳥かみしばい 

 

 

○（株）日本文芸社発行「野鳥ウォッチングガイド」 

 

 

〇 笠原啓一氏 提供資料「鳥を通して見た川越の自然環境」 

○（財）埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部作成の野鳥観察記録 

※第１回 かわごえ環境フォーラム かわごえ環境活動報告集掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、本報告書の全部または一部の転載・複写複製はご遠慮下さい。 

 

参参  考考  文文  献献  等等 
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平成２３年度 市民環境調査 

冬鳥の観察 報告書 

平成２４年２月９日（木）開催 

発行元 川越市環境部環境政策課 

〒３５０－８６０１ 川越市元町１－３－１ 

℡：０４９－２２４－５８６６（直通） 

FAX：０４９－２２５－９８００ 

E-mail：kankyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp 
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川越市マスコットキャラクター 

ときも 

 


